
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
動画像データを、記録媒体に対して記録再生する画像記録再生装置において、
前記動画像データから連続する画面間で大きく画像が変化するカットを検出し、その検出
されたカットに対応する画像データを保持するカット検出保持手段と、
前記カット検出保持手段に保持された複数のカットに対応する各画像データを、

選択のためのメニューとして多画面表示させる表示手段とを具備したことを
特徴とする画像記録再生装置。
【請求項２】
前記表示手段によって多画面表示された複数のカットから、外部操作によって所望のカッ
トを選択する選択手段と、
前記選択手段によって選択されたカットに対応する動画像データを、その記録開始位置か
ら再生する再生手段とを具備したことを特徴とする請求項１記載の画像記録再生装置。
【請求項３】
前記表示手段によって多画面表示された複数のカットから、外部操作によって所望のカッ
トを選択する選択手段と、
前記選択手段によって選択されたカットに対応する動画像データを、その選択されたカッ
トの位置から再生する再生手段とを具備したことを特徴とする請求項１記載の画像記録再
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前記記録
媒体に記録する記録手段と、
前記記録手段によって記録された複数のカットに対応する各画像データを前記記録媒体か
ら読み取り、



生装置。
【請求項４】

【請求項５】
動画像データを、記録媒体に対して記録再生する画像記録再生装置において、
前記動画像データの前記記録媒体上における記録開始位置を示すデータを保持する記録開
始位置保持手段と、
前記動画像データから連続する画面間で大きく画像が変化するカットを検出し、その検出
されたカットに対応する画像データを保持するカット検出保持手段と、
前記カット検出保持手段に保持されたカット画像データと、前記記録開始位置保持手段に
保持された記録開始位置データとを対応させて、前記記録媒体に記録する記録手段と、
前記記録媒体から読み取ったカット画像データに基づいて、前記カット検出保持手段で検
出された複数のカットを、選択のためのメニューとして多画面表示させる表示手段と、
前記表示手段によって多画面表示された複数のカットから、外部操作によって所望のカッ
トを選択する選択手段と、
前記選択手段によって選択されたカットに対応する動画像データの前記記録媒体上におけ
る記録開始位置を、前記記録媒体から読み取った記録開始位置データに基づいてサーチす
るサーチ手段とを具備したことを特徴とする画像記録再生装置。
【請求項６】
動画像データを、記録媒体に対して記録再生する画像記録再生方法において、
前記動画像データから連続する画面間で大きく画像が変化するカットを検出し、その検出
されたカットに対応する画像データを保持する工程と、
保持された複数のカットに対応する各画像データを

選択のためのメ
ニューとして多画面表示させる工程とを具備したことを特徴とする画像記録再生方法。
【請求項７】
多画面表示された複数のカットから、外部操作によって所望のカットを選択する工程と、
選択されたカットに対応する動画像データを、その記録開始位置から再生する工程とを具
備したことを特徴とする請求項６記載の画像記録再生方法。
【請求項８】
多画面表示された複数のカットから、外部操作によって所望のカットを選択する工程と、
選択されたカットに対応する動画像データを、その選択されたカットの位置から再生する
工程とを具備したことを特徴とする請求項６記載の画像記録再生方法。
【請求項９】

【請求項１０】
動画像データを、記録媒体に対して記録再生する画像記録再生方法において、
前記動画像データの前記記録媒体上における記録開始位置を示すデータを保持する工程と
、
前記動画像データから連続する画面間で大きく画像が変化するカットを検出し、その検出
されたカットに対応する画像データを保持する工程と、
保持されたカット画像データと保持された記録開始位置データとを対応させて、前記記録
媒体に記録する工程と、
前記記録媒体から読み取ったカット画像データに基づいて、検出された複数のカットを選
択のためのメニューとして多画面表示させる工程と、
多画面表示された複数のカットから、外部操作によって所望のカットを選択する工程と、
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前記記録手段は、前記カット検出保持手段に保持された複数のカットに対応する各画像デ
ータをファイル化して前記記録媒体に記録することを特徴とする請求項１記載の画像記録
再生装置。

前記記録媒体に記録する工程と、
前記複数のカットに対応する各画像データを前記記録媒体から読み取り、

前記複数のカットに対応する各画像データを前記記録媒体に記録する工程は、前記保持さ
れた複数のカットに対応する各画像データをファイル化して前記記録媒体に記録すること
を特徴とする請求項６記載の画像記録再生方法。



選択されたカットに対応する動画像データの前記記録媒体上における記録開始位置を、前
記記録媒体から読み取った記録開始位置データに基づいてサーチする工程とを具備したこ
とを特徴とする画像記録再生方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、大量のデータを記録可能な記録媒体に対して画像データの記録再生を行なう
画像記録再生装置の改良に関する。
【０００２】
【従来の技術】
周知のように、近年では、デジタル情報の記録媒体として、光ディスクが多方面に広く普
及している。そして、この光ディスクは、現在、波長の短いレーザ光の開発による光学式
ピックアップの性能の向上と、高密度記録技術やデータ圧縮技術の進歩とに伴なって、よ
り一層の大容量化が進む傾向にあり、記録可能な情報量が飛躍的に増大している。
【０００３】
例えば、ＣＤ（Ｃｏｍｐａｃｔ　Ｄｉｓｋ）では、直径１２ｃｍのディスクに、波長が７
８０ｎｍのレーザ光を使用して、約６５０ＭＢ（Ｍｅｇａ　Ｂｙｔｅｓ）のデジタル情報
を記録しているのに対し、ＤＶＤでは、ＣＤと同じサイズのディスクに、波長が６５０ｎ
ｍのレーザ光を使用して、片面一層でＣＤのおよそ７倍に当たる約４．７ＧＢ（Ｇｉｇａ
　Ｂｙｔｅｓ）のデジタル情報を記録することができる。
【０００４】
そして、このような光ディスクにおける記録情報量は、さらに、メディア統合系動画像圧
縮の国際標準である、ＭＰＥＧ（Ｍｏｖｉｎｇ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｉｍａｇｅ　Ｃｏｄｉ
ｎｇ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ　）２等に基づくデータ圧縮技術を用いることにより
、片面一層に約２時間分の映画に対応する量の動画像データと音声データと字幕等を表わ
す副画像データとを記録するまでに増大している。
【０００５】
また、この光ディスクにあっては、読み出し専用のものに限らず、例えばＤＶＤ－ＲＡＭ
（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）等のように、データの書き込みが可能な
ものも開発されてきている。このため、将来的には、この種の光ディスクを記録媒体とす
る記録再生装置が、磁気テープを記録媒体とする現在のＶＣＲ（Ｖｉｄｅｏ　Ｃａｓｓｅ
ｔｔｅ　Ｒｅｃｏｒｄｅｒ　）に置き代わることも予想されている。
【０００６】
このように、記録媒体として、シーケンシャルアクセスであるテープから、ランダムアク
セスであるディスクに置き代わることにより、データのサーチに要する時間を非常に短縮
することが可能となる。すなわち、一般的に、ＶＣＲでは、記録時にＶＩＳＳフラグをテ
ープに記録しておき、テープを高速再生させてＶＩＳＳフラグをサーチすることにより、
頭出しを実現している。
【０００７】
このため、ＶＣＲは、場合によっては、テープの一方の端部から他方の端部までをサーチ
することもあり、目的位置に到達するまでにかなり長い時間が必要となる。また、１本の
テープの複数箇所にＶＩＳＳフラグが記録されている場合には、各ＶＩＳＳフラグを順次
サーチして目的位置を検索するため、やはりサーチに長い時間を要することになる。
【０００８】
一方、光ディスクでは、データがセクタ単位に区切られて記録されており、目的位置とな
り得るセクタのアドレスが、ＴＯＣ（Ｔａｂｌｅ　ｏｆ　Ｃｏｎｔｅｎｔｓ　）領域に登
録されるようになっている。このため、光ディスクの記録再生装置では、アドレスを読み
取りながら、目的位置に向けて光学式ピックアップを光ディスクの径方向に移動させるこ
とによって、迅速なサーチを行なうことができる。
【０００９】
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また、この種の記録再生装置では、光ディスクのＴＯＣ領域に目的位置のアドレスが複数
個登録されていたとしても、使用者が所定の目的位置のアドレスを選定すれば、他の目的
位置をサーチすることなく、使用者の選定した目的位置のみをサーチすることが可能とな
り、このような点でも迅速なサーチを実現することができる。
【００１０】
ところで、上記のような光ディスクに対するサーチ機能を備えた従来の記録再生装置では
、使用者がサーチのための情報として、例えば記録されている番組のタイトル等を文字コ
ードで入力しておき、サーチ時に、画面に一覧表示された複数のタイトルの中から所望の
タイトルを選択することによって、ＴＯＣ領域に登録されている所望の目的位置のアドレ
スが選定されることになっている。
【００１１】
しかしながら、従来の記録再生装置では、サーチ時に使用するためのタイトルを、全て使
用者が文字コードで入力しなければならないので、タイトル数が増加すると入力作業が煩
雑になるという問題が生じている。また、全てのタイトルが文字の形態で表示されるため
、使用者が、例えばテレビジョン放送から映画やドラマ等の複数の番組を光ディスクに記
録し、各番組にサーチ用のタイトルを設定したとしても、文字のみのタイトル表示から目
的とする番組を正確に選択することは困難で、誤選択が生じ易いという不都合も生じてい
る。
【００１２】
【発明が解決しようとする課題】
以上のように、従来の記録再生装置では、サーチ用のタイトルを使用者がいちいち入力し
なければならないため、タイトル数が増加すると入力作業が煩雑になるという問題を有し
ている。また、タイトルを文字のみによって設定するようにしているので、使用者が画像
を主体とした番組を選択するのには不向きになり、選択に誤りが生じ易くなるという問題
も有している。
【００１３】
そこで、この発明は上記事情を考慮してなされたもので、記録媒体に記録された画像から
カットを検出してサーチ用のタイトルとして自動設定し、そのカット画像によるタイトル
を見て所望の番組を選択できるようにすることで、タイトルの入力作業を容易化し、しか
も使用者が希望する番組を正確に選択することが可能となる極めて良好な画像記録再生装
置を提供することを目的とする。
【００１４】
【課題を解決するための手段】
この発明に係る画像記録再生装置は、動画像データを、記録媒体に対して記録再生するも
のを対象としている。そして、動画像データから連続する画面間で大きく画像が変化する
カットを検出し、その検出されたカットに対応する画像データを保持するカット検出保持
手段と、カット検出保持手段に保持された複数のカットに対応する各画像データを、

選択のためのメニューとして多画面表示させる表示手段
とを備えるようにしたものである。
【００１５】
上記のような構成によれば、動画像データから連続する画面間で大きく画像が変化するカ
ットを検出し、その検出されたカットに対応する画像データを、

選択のためのメニューとして多画面表示させるようにしたので、記録媒体が大容量
化し数多くの番組が記録されるようになっても、タイトルの入力作業が容易で、しかも使
用者が希望する番組を正確に選択することが可能となる。
【００１７】
【発明の実施の形態】
以下、この発明の実施の形態について図面を参照して詳細に説明する。図１において、符
号１１は光学式ヘッドであり、図示しない光ディスクに対してデータの書き込み及び読み
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記録
媒体に記録する記録手段と、記録手段によって記録された複数のカットに対応する各画像
データを記録媒体から読み取り、

記録媒体に記録するとと
もに、



取りを行なう機能を備えている。まず、光ディスクの再生について説明する。光学式ヘッ
ド１１により光ディスクから読み取ったデータは、データプロセッサ回路１２に供給され
て復調及びエラー訂正処理が施された後、分離回路１３に供給される。
【００１８】
このデータプロセッサ回路１２の出力は、詳細は後述するが、図２に示すように、時分割
多重されたＭＰＥＧ２のプログラムストリームを構成する、パック形式のデータ列となっ
ている。そして、分離回路１３は、入力されたデータ列を、主画像データからなる主画像
パックと、副画像データからなる副画像パックと、オーディオデータからなるオーディオ
パックと、制御データからなる制御パックとの４つに切り分けている。
【００１９】
その後、分離回路１３は、主画像、副画像、オーディオ及び制御の各データにそれぞれ含
まれる、転送時間とデータの種別を示すＩＤ（Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）データとを参照し
て、主画像、副画像及びオーディオの各データを主画像デコーダ１４、副画像デコーダ１
５及びオーディオデコーダ１６にそれぞれ転送し、制御データをシステムＣＰＵ（Ｃｅｎ
ｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ　）１７が参照可能なメモリ１８に転送して
いる。
【００２０】
ここで、上記主画像デコーダ１４は、入力された主画像データにデコード処理を施して画
像処理回路１９に出力している。また、上記副画像デコーダ１５は、入力された副画像デ
ータにデコード処理を施して画像処理回路１９に出力している。この画像処理回路１９は
、主画像デコーダ１４でデコード処理された主画像データと、副画像デコーダ１５でデコ
ード処理された副画像データとをミクシングした画像データを生成している。
【００２１】
そして、この画像処理回路１９で生成された画像データが、Ｄ／Ａ（Ｄｉｇｉｔａｌ／Ａ
ｎａｌｏｇｕｅ）変換回路２０でアナログ化された後、出力端子２１を介して図示しない
モニタに供給され、画像表示に供される。また、上記オーディオデコーダ１６は、入力さ
れたオーディオデータにデコード処理を施している。そして、このオーディオデコーダ１
６でデコード処理されたオーディオデータが、Ｄ／Ａ変換回路２２でアナログ化された後
、出力端子２３を介して図示しないスピーカに供給され、その奏鳴に供される。
【００２２】
次に、上記光ディスクへのデータ記録について説明する。すなわち、光ディスクに記録す
べき主画像、オーディオ及び副画像に対応する各信号は、それぞれ、外部の図示しないテ
レビジョン受信機やビデオカメラ等から得られ、入力端子２４，２５，２６を介してＡ／
Ｄ（Ａｎａｌｏｇｕｅ／Ｄｉｇｉｔａｌ）変換回路２７，２８，２９に供給される。これ
らＡ／Ｄ変換回路２７，２８，２９は、それぞれ、入力端子２４，２５，２６を介して入
力された信号、または、テレビジョンチューナ３０で選局された番組のデータを、デジタ
ル化している。
【００２３】
そして、Ａ／Ｄ変換回路２７から出力される主画像データは、主画像エンコーダ３１でエ
ンコード処理が施されて多重回路３２に供給される。また、Ａ／Ｄ変換回路２８から出力
されるオーディオデータは、オーディオエンコーダ３３でエンコード処理が施されて多重
回路３２に供給される。さらに、Ａ／Ｄ変換回路２９から出力される副画像データは、副
画像エンコーダ３４でエンコード処理が施されて多重回路３２に供給される。
【００２４】
この多重回路３２は、上記主画像エンコーダ３１、オーディオエンコーダ３３及び副画像
エンコーダ３４でエンコード処理された主画像、オーディオ及び副画像の各データを、そ
れぞれパケット及びパック化し、主画像パック、オーディオパック及び副画像パックとし
て、ＭＰＥＧ２のプログラムストリームを構成するように時分割多重している。
【００２５】
そして、この多重回路３２から出力されるデータ列は、ファイルフォーマッタ３５に供給
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されて、この記録再生装置で記録再生可能なファイル構造に準拠したファイルに変換され
た後、ボリュームフォーマッタ３６に供給されて、この記録再生装置で記録再生可能なボ
リューム構造に準拠したデータフォーマットに形成される。ここでは、ボリュームフォー
マッタ３６は、ファイルフォーマッタ３５でファイル化されたデータに、それを再生する
ための再生制御情報等を付加している。
【００２６】
その後、このボリュームフォーマッタ３６から出力されたデータは、ディスクフォーマッ
タ３７に供給されて、ファイルフォーマッタ３５及びボリュームフォーマッタ３６におけ
る論理フォーマッタから、光ディスクに記録するための物理フォーマッタに変換され、前
記光学式ヘッド１１を介して光ディスクに書き込まれる。
【００２７】
ここで、図１において、符号３８は計時回路で、年月日、時分秒及び曜日等の日付データ
をカウントしている。また、符号３９はカット画像保持回路で、連続する画面間で大きく
画像が変化するシーン（カット）の画像データを保持するもので、論理フォーマッタ処理
を実行するときにファイルフォーマッタ３５にカット画像データを出力している。なお、
このカット画像保持回路３９は、使用者が指定したカットの画像データを保持することも
できる。
【００２８】
さらに、図１において、符号４０は記録開始位置保持回路で、光ディスク上において番組
の記録を開始した位置を示す情報を一時的に保持するもので、論理フォーマッタ処理を実
行するときにファイルフォーマッタ３５に記録開始位置データを出力している。なお、符
号４１は使用者の操作するキー入力部である。
【００２９】
図２は、前記光ディスクに記録されているデータを光学式ヘッド１１にて読み取り、デー
タプロセッサ回路１２で復調及びエラー訂正処理を施した後に出力されるパック形式のデ
ータ列を示している。このパック列には、制御パック、主画像データを含む主画像パック
（主画像パケット）、オーディオデータを含むオーディオパック（オーディオパケット）
、副画像データを含む副画像パック（副画像パケット）及びメニューデータと再生位置ポ
インタとを含むメニューパック等が含まれている。
【００３０】
そして、これらのパックのうち、制御パック以外は、規定されたパックサイズに満たない
場合に、そのパックを補完するためのパディングパケットが付加されている。また、制御
パックは、データのサーチ等に利用されるサーチ情報を含むＤＳＩ（Ｄａｔａ　Ｓｅａｒ
ｃｈ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　）パケットや、再生データに対する制御情報を含むＰＣ
Ｉ（Ｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）パケットか
ら構成されている。
【００３１】
図３は、前記主画像エンコーダ３１の詳細を示している。図３において、符号４２は入力
端子で、前記Ａ／Ｄ変換回路２７から出力される主画像データが供給されている。この入
力端子４２に供給された主画像データは、符号化回路４３でデータ量を圧縮するための符
号化処理が施され、多重化回路４４で圧縮後のデータフォーマットが生成され、送信バッ
ファ４５で送信データ量が一定に保たれるように処理され、伝送符号回路４６でダミービ
ットの挿入やエラー訂正符号の付加が行なわれた後、出力端子４７を介して前記多重回路
３２に出力される。
【００３２】
図４は、上記符号化回路４３の詳細を示している。すなわち、前記入力端子４２に供給さ
れた主画像データは、減算回路４８とカット検出回路４９とにそれぞれ供給される。この
うち、減算回路４８では、後述する減算処理が行なわれ、その出力が、直交変換回路５０
及び量子化回路５１により圧縮符号化され、出力端子５２を介して前記多重化回路４４に
供給される。なお、これら直交変換回路５０及び量子化回路５１は、符号化制御回路５３
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によって制御されている。
【００３３】
また、上記量子化回路５１の出力は、逆量子化回路５４及び逆直交変換回路５５により直
交変換前の画像データに戻された後、予測メモリ５６及びループ内フィルタ５７を介して
減算回路４８により入力端子４２の主画像データから減算され、その差分が前記直交変換
回路５０に供給されることによりフレーム間符号化処理が行なわれる。
【００３４】
さらに、上記予測メモリ５６から読み出された画像データは、前記カット検出回路４９に
供給されている。このカット検出回路４９は、入力端子４２に供給された主画像データと
、予測メモリ５６から読み出された画像データとを比較することによってカット画面を検
出し、そのカット画像データを出力端子５８を介して前記メモリ１８に出力している。
【００３５】
図５は、図１に示した記録再生装置におけるカット画像の記録動作を説明するためのフロ
ーチャートを示している。この記録再生装置には、記録再生可能な光ディスクが装着され
ており、前記システムＣＰＵ１７は、電源投入時あるいは光ディスクの装着時に、予め光
ディスクの記録内容及び未記録領域開始位置を取得しているものとする。
【００３６】
そして、まず、使用者からの記録要求が発生し、開始（ステップＳ１）されると、システ
ムＣＰＵ１７は、ステップＳ２で、光ディスク上における未記録領域開始位置あるいは使
用者が指定した記録開始位置を示すデータを、記録開始位置保持回路４０に格納する。
【００３７】
その後、システムＣＰＵ１７は、ステップＳ３で、テレビジョン番組の記録開始時に、テ
レビジョンチューナ３０からチャネルデータを得る。また、主画像エンコーダ３１、オー
ディオエンコーダ３３及び副画像エンコーダ３４でエンコード処理された各データは、多
重回路３２に供給されて図２に示したようなパック／パケット形式に変換され、時分割多
重によりデータ列が作成される。
【００３８】
次に、システムＣＰＵ１７は、ステップＳ４で、主画像エンコーダ３１で自動的に検出し
たカット画像［Ｉピクチャ（フレーム内符号化画像）］が含まれる１つ以上の主画像パッ
クを、例えば図６に示すようなＶＯＢＵ（Ｖｉｄｅｏ　Ｏｂｊｅｃｔ　Ｕｎｉｔ　）形式
に変換し、これをカット画像データとしてカット画像保持回路３９に格納させる。
【００３９】
この場合、カット画像データは、通常再生時において約０．５秒を再生単位とする１つ以
上のＶＯＢＵとして作成される。このＶＯＢＵは、先頭に制御パック配置し、続いて、複
数の主画像パックと１つ以上の副画像パックとを配置して構成されている。
【００４０】
そして、制御パックは、前述したように、データのサーチ等に利用されるサーチ情報を含
むＤＳＩパケットや、再生データに対する制御情報を含むＰＣＩパケットから構成されて
いる。また、主画像パックには、カット画像を構成するフレーム内符号化画像であるＩピ
クチャが必ず含まれている。
【００４１】
次に、ステップＳ５で、先にカット画像保持回路３９に格納されたカット画像データが、
ファイルフォーマッタ３５で図７に示すような“ＴＩＴＬＥ＿０１．ＰＩＣ”等のファイ
ルに変換される。また、ステップＳ６で、ステップＳ２において記録開始位置保持回路４
０に格納された記録開始位置データが、ファイルフォーマッタ３５で図７に示すような“
ＴＩＴＬＥ＿０１．ＰＴＲ”等のファイルに変換される。さらに、ステップＳ７で、ステ
ップＳ３において多重回路３２で時分割多重されたデータ列が、ファイルフォーマッタ３
５で図７に示すような“ＶＴＳ＿０１＿１．ＶＯＢ”等のタイトルデータファイルに変換
される。
【００４２】
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そして、ステップＳ８で、ファイルフォーマッタ３５においてファイル化されたデータが
、ボリュームフォーマッタ３６で図７に示すようなディレクトリ構造に形成され、この記
録再生装置に適合するように論理フォーマット化される。その後、ステップＳ９で、ボリ
ュームフォーマッタ３６で論理フォーマット化されたデータが、ディスクフォーマッタ３
７で物理フォーマットに変換され、光学式ヘッド１１を介して光ディスクに記録され、終
了（ステップＳ１０）される。
【００４３】
ここで、前記カット検出回路４９におけるカット画像の自動検出について説明する。すな
わち、図８に示すような画像において、８×８あるいは１６×１６のマクロブロックを設
定し、原画像データとその前フレームの画像データとの間で各画素の差分値を算出する。
Ｄ（ｘ，ｙ）＝Σｉ ， ｊ ＝ １ 　Ｎ ， Ｎ 　｜原画像データ－前画像データ｜
（範囲は、水平方向ｉ＝１～Ｎ、垂直方向ｊ＝１～Ｎで、Ｎ＝８または１６）
さらに、各画像において、画像全体における差分値を算出する。
【００４４】
ＡＤ＝Σ１ 　Ｎ 　Ｄ（ｘ，ｙ）
ここで、ＡＤの値が所定の閾値よりも大きい場合、連続する前後の画像においてシーンが
大きく変化したと判断され、その画像データがカット画像保持回路３９に格納される。
【００４５】
なお、この閾値によっては、変化点の数が多すぎたり、あるいは少なすぎるという場合が
あるので、閾値を使用者によって設定することができるようにすることも可能である。さ
らに、閾値を、一定の時間内で、ある数の変化点となるように、自動的に変化させること
も可能である。
【００４６】
次に、図９は、上記のようにカット画像がファイルとなって記録された光ディスクの再生
動作を説明するためのフローチャートを示している。すなわち、図１に示した記録再生装
置に光ディスクが装着されて、開始（ステップＳ１１）されると、システムＣＰＵ１７は
、ステップＳ１２で、光ディスクの記録内容を読み取り、記録時に、図７に示したような
ディレクトリ構造で光ディスクに登録しておいた、カット画像ファイル（ＴＩＴＬＥ＿０
１．ＰＩＣ等）と記録開始位置ファイル（ＴＩＴＬＥ＿０１．ＰＴＲ等）とを検索する。
【００４７】
そして、システムＣＰＵ１７は、ステップＳ１３で、その光ディスクに登録されている全
てのカット画像ファイルを、使用者選択メニューとしてモニタに画像表示させる。この場
合、システムＣＰＵ１７は、カット画像データの間引きを行ない、表示サイズをモニタで
多画面表示するのに適当な大きさにまで小さくしている。
【００４８】
なお、カット画像ファイルが数多く存在し、多画面表示しても１画面内に収まりきれない
場合には、例えば図１０に示すように、４つのカット画像を１画面内に収めた画面を複数
生成するようにし、各画面を切り替え表示するようなメニュー構成としている。
【００４９】
その後、ステップＳ１４で、使用者が前記キー入力部４１の例えば矢印キーや数字キー等
を操作して所望のカット画像を選択し、エンターキー等の操作で決定すると、システムＣ
ＰＵ１７は、ステップＳ１５で、使用者が選択決定したカット画像に対応する番組を、記
録開始位置ファイルに記述された開始位置から再生し、終了（ステップＳ１６）される。
【００５０】
ここで、図７に示したディレクトリ構造について説明すると、ルートディレクトリの階層
下には、“ＶＩＤＥＯ＿ＴＳ”，“ＴＩＴＬＥ＿ＰＩＣ　”，“ＴＩＴＬＥ＿ＰＴＲ　”
の３つのディレクトリが存在している。そして、“ＶＩＤＥＯ＿ＴＳ”ディレクトリの中
には、この光ディスクに記録されている情報ファイル全体に関する制御情報等を記録した
情報ファイル“ＶＩＤＥＯ＿ＴＳ．ＩＦＯ”と、各ファイル毎に関する制御情報等を記録
した情報ファイル“ＶＴＳ＿０１＿０．ＩＦＯ”と、再生データである“ＶＴＳ＿０１＿
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１．ＶＯＢ”や“ＶＴＳ＿０１＿２．ＶＯＢ”等が含まれる。
【００５１】
また、上記“ＴＩＴＬＥ＿ＰＩＣ　”ディレクトリの中には、この記録再生装置で登録し
たカット画像データであるカット画像データファイル“ＴＩＴＬＥ＿０１．ＰＩＣ”や“
ＴＩＴＬＥ＿０２．ＰＩＣ”等が含まれている。さらに、上記“ＴＩＴＬＥ＿ＰＴＲ　”
ディレクトリの中には、上記“ＴＩＴＬＥ＿ＰＩＣ　”ディレクトリ中に登録した各カッ
ト画像の記録開始位置をそれぞれ記述した記録開始位置データファイル“ＴＩＴＬＥ＿０
１．ＰＴＲ”や“ＴＩＴＬＥ＿０２．ＰＴＲ”等が含まれている。
【００５２】
さらに、図７において、“ＴＩＴＬＥ＿ＰＩＣ　”ディレクトリ内のＰＩＣファイルと、
“ＴＩＴＬＥ＿ＰＴＲ　”ディレクトリ内のＰＴＲファイルとは、１対１に対応しており
、記録時にファイル名を“ＴＩＴＬＥ＿０１．ＰＩＣ”，“ＴＩＴＬＥ＿０２．ＰＩＣ”
，“ＴＩＴＬＥ＿０３．ＰＩＣ”のように規則的に付け、これに対応するＰＴＲファイル
も、同様の規則で“ＴＩＴＬＥ＿０１．ＰＴＲ”，“ＴＩＴＬＥ＿０２．ＰＴＲ”，“Ｔ
ＩＴＬＥ＿０３．ＰＴＲ”のようにファイル名を付与する。
【００５３】
再生時に、複数のカット画像を組み合わせたメニュー画面を表示する際には、“ＴＩＴＬ
Ｅ＿ＰＩＣ　”ディレクトリからＰＩＣファイルを順に取り出して画面上に表示する。使
用者は、例えばリモートコントローラ等により、再生したいカット画像の縮小画面を指示
すると、ＰＩＣファイルに対応するＰＴＲファイルを“ＴＩＴＬＥ＿ＰＴＲ　”ディレク
トリから取り出し、その内部の時間情報により、指示したカット画像から再生を開始する
。
【００５４】
また、先に述べた図１０は、４つのカット画像をメニューとして同一画面上に表示する一
例を示している。この場合、図７に示した４つのカット画像ファイル“ＴＩＴＬＥ＿０１
．ＰＩＣ”～“ＴＩＴＬＥ＿０４．ＰＩＣ”が、それぞれ、図１０に示す符号１の自動車
、符号２の飛行機、符号３の新幹線、符号４の文字カットの各画像として、光ディスクに
登録されている。
【００５５】
この光ディスクを、装着時にシステムＣＰＵ１７で検索することにより、記録されている
ファイル（カット）数を確認し、その数値データをデータプロセッサ回路１２を介してメ
モリ１８に格納する。その後、分離回路１３から出力される主画像パック及び副画像パッ
クが、主画像デコーダ１４及び副画像デコーダ１５でそれぞれデコード処理された後、画
像処理回路１９に内蔵されたフレームメモリ等に、データを間引きして宙画することによ
り、結果的に図１０に示すメニュー画面がモニタで表示されることになる。
【００５６】
また、図７に示すようなディレクトリ構造で登録したカット画像ファイル（ＴＩＴＬＥ＿
０１．ＰＩＣ等）を使用せず、記録開始位置ファイル（ＴＩＴＬＥ＿０１．ＰＴＲ等）の
みで、実際にカット毎の先頭データをサーチし、Ｉピクチャ静止画像あるいはＶＯＢＵ単
位同画再生を実行して、図１０に示したニュー画面を上記と同様にモニタ表示することも
できる。
なお、この発明は上記した実施の形態に限定されるものではなく、この外その要旨を逸脱
しない範囲で種々変形して実施することができる。
【００５７】
【発明の効果】
以上詳述したようにこの発明によれば、記録媒体に記録された画像からカットを検出して
サーチ用のタイトルとして自動設定し、そのカット画像によるタイトルを見て所望の番組
を選択できるようにすることで、タイトルの入力作業を容易化し、しかも使用者が希望す
る番組を正確に選択することが可能となる極めて良好な画像記録再生装置を提供すること
ができる。
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【図面の簡単な説明】
【図１】この発明に係る画像記録再生装置の実施の形態を示すブロック構成図。
【図２】同実施の形態におけるデータプロセッサ回路から出力されるパック形式のデータ
列を説明するために示す図。
【図３】同実施の形態における主画像エンコーダの詳細を示すブロック構成図。
【図４】同主画像エンコーダにおける符号化回路の詳細を示すブロック構成図。
【図５】同実施の形態におけるカット画像の記録動作を説明するために示すフローチャー
ト。
【図６】同実施の形態におけるＶＯＢＵ形式に変換されたカット画像データを説明するた
めに示す図。
【図７】同実施の形態における光ディスクに記録されるデータのディレクトリ構造を説明
するために示す図。
【図８】同実施の形態におけるカット画像の自動検出を説明するために示す図。
【図９】同実施の形態におけるカット画像の再生動作を説明するために示すフローチャー
ト。
【図１０】同実施の形態におけるメニュー画面の一例を説明するために示す図。
【符号の説明】
１１…光学式ヘッド、
１２…データプロセッサ回路、
１３…分離回路、
１４…主画像デコーダ、
１５…副画像デコーダ、
１６…オーディオデコーダ、
１７…システムＣＰＵ、
１８…メモリ、
１９…画像処理回路、
２０…Ｄ／Ａ変換回路、
２１…出力端子、
２２…Ｄ／Ａ変換回路、
２３…出力端子、
２４～２６…入力端子、
２７～２９…Ａ／Ｄ変換回路、
３０…テレビジョンチューナ、
３１…主画像エンコーダ、
３２…多重回路、
３３…オーディオエンコーダ、
３４…副画像エンコーダ、
３５…ファイルフォーマッタ、
３６…ボリュームフォーマッタ、
３７…ディスクフォーマッタ、
３８…計時回路、
３９…カット画像保持回路、
４０…記録開始位置保持回路、
４１…キー入力部、
４２…入力端子、
４３…符号化回路、
４４…多重化回路、
４５…送信バッファ、
４６…伝送符号回路、
４７…出力端子、
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４８…減算回路、
４９…カット検出回路、
５０…直交変換回路、
５１…量子化回路、
５２…出力端子、
５３…符号化制御回路、
５４…逆量子化回路、
５５…逆直交変換回路、
５６…予測メモリ、
５７ループ内フィルタ、
５８…出力端子。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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